
参 考 資 料 

【 目 次 】 

1）今後 5 年間における取組項目の対応状況 .............................................................................. 1 

資料-４ 



 
 



1 / 11 ページ

様式1－取組一覧（取組状況確認様式）
1）各関係機関の対応を踏まえ、右側の欄に「今後5年間の取組内容における対応方針案」を記載 ※上段：令和4年4月27日協議会時の今後の対応とR3実施内容

2）「今後5年間の取組内容」から、完了若しくは除外した項目に関しては、青ハッチングで示した ※下段：令和5年2月段階の実施状況（R4進捗）

減災のための取組項目
（概ね５年間）

実施内容（変更案） 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容

○ 継続

出水時における姫川の洗掘
の状況及びメカニズムにつ
いては、未だ完全に解明さ
れていないため、引き続きモ
ニタリング調査を継続する。
・継続して調査を実施中

○ 継続

継続して調査を実施中

R3 ○ 継続

引き続き、洪水時の市長に
よる避難指示等発令の判断
を支援する必要があるた
め、今後も継続して、水位・
気象情報等の情報発信を
行っていく。
・継続して情報発信を行った

○ 継続

・早期注意情報（警報級の
可能性）の提供
・警報等発表時の危険度の
色分けによる警戒期間と予
測の提供については、防災
対応支援の一環として引き
続き提供を継続する。
気象状況に応じ、情報発信
を行った。
・[R03.10]最大危険度予測
（土砂災害・浸水害・洪水）を
用いた警戒呼びかけ
・キキクル（危険度分布）の
改善：警戒レベル４相当の紫
への一本化、警戒レベル５
相当の黒の新設

○ 継続

引き続き、洪水時の市長に
よる避難指示等発令の判断
を支援する必要があるた
め、今後も継続して、水位等
の情報発信を行っていく。
・継続して情報発信を行っ
た。

○ 継続

引き続き、洪水時の市長に
よる避難指示等発令の判断
を支援する必要があるた
め、今後も継続して、水位等
の情報発信を行っていく。
・継続して情報発信を行っ
た。

○ 継続

引き続き、水位・気象情報等
の情報発信を行っていく。
・継続して情報発信を行っ
た。

○ 継続

市民の安全な避難行動につ
なげるため、今後も継続して
適時適切な情報発信に努め
る。
・継続

○ 継続

防災行政無線の整備が完了
し、本システムを活用した情
報提供に努める。
・継続

R4 ○ 継続

継続して情報発信を行った。
引き続き、洪水時の市長に
よる避難指示等発令の判断
を支援する必要があるた
め、今後も継続して、水位・
気象情報等の情報発信を
行っていく。
・継続

○ 継続

・早期注意情報（警報級の
可能性）の提供、警報等発
表時の危険度の色分けによ
る警戒期間と予測の提供を
引き続き継続する。
・キキクル（危険度分布）の
改善：警戒レベル４相当の紫
への一本化、警戒レベル５
相当の黒の新設（R4.6）
・気象庁ホームページにお
ける水害リスクラインと洪水
キキクルの統合表示（R5.2）

○ 継続

・継続して情報発信を行っ
た。

○ 継続

継続して情報発信を行った。

〇 継続

継続して情報発信を実施し
た。

○ 継続

市民の安全な避難行動につ
なげるため、今後も継続して
適時適切な情報発信に努め
る。
・継続

○ 継続

防災行政無線や登録型メー
ルによる情報発信を行った。
市公式LINEの登録者も増え
ており、新たな情報発信の
ツールとして活用した。

R3 ○ 継続

引き続き、気象情報記事を
広報上越へ掲載していくた
め。
・引き続き、防災関連情報を
広報上越等へ掲載し、防災
情報の周知・普及を図った。
・継続

○ 継続

年々変わっていく防災情報
や災害時の対応のほか、自
主防災組織の役員などの交
代等にも対応するため、毎
年継続して出前講座や防災
リーダー研修を開催するほ
か、広報紙等で必要な情報
提供を行う。
・継続

○ 継続

外部講師を招聘しての研修
会を開催する。
・継続

R4 〇 継続

引続き、防災関連情報を広
報上越等へ掲載し、防災情
報の周知・普及を図った。

○ 継続

年々変わっていく防災情報
や災害時の対応のほか、自
主防災組織の役員の交代等
にも対応するため、毎年継
続して出前講座や防災リー
ダー研修を開催するほか、
広報紙等で必要な情報提供
を行う。
・継続

○ 継続

水害などにより避難所を開
設する場合に備え、外部講
師を招聘して避難所運営研
修を実施した。

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後５年間の対応

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後５年間の対応

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後５年間の対応

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

継続

水位・気象情報等の情報発信

継続

防災情報の更なる普及のための周知・広報

継続

姫川の洗掘状況の把握・理解

今後5年間の
対応方針

（案）

「大規模氾濫減災協議会」の運用に記載され
ている取組事項

今後５年間の対応

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後５年間の対応

高田河川国道事務所 新潟地方気象台 新潟県上越地域整備部 新潟県糸魚川地域整備部 上越市 糸魚川市 妙高市

凡
例

今後５年間の対応今後５年間の対応

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更
して継続

×完了又は除外
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様式1－取組一覧（取組状況確認様式）
1）各関係機関の対応を踏まえ、右側の欄に「今後5年間の取組内容における対応方針案」を記載 ※上段：令和4年4月27日協議会時の今後の対応とR3実施内容

2）「今後5年間の取組内容」から、完了若しくは除外した項目に関しては、青ハッチングで示した ※下段：令和5年2月段階の実施状況（R4進捗）

減災のための取組項目
（概ね５年間）

実施内容（変更案） 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後５年間の対応

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後５年間の対応

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後５年間の対応

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後5年間の
対応方針

（案）

「大規模氾濫減災協議会」の運用に記載され
ている取組事項

今後５年間の対応

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後５年間の対応

高田河川国道事務所 新潟地方気象台 新潟県上越地域整備部 新潟県糸魚川地域整備部 上越市 糸魚川市 妙高市

凡
例

今後５年間の対応今後５年間の対応

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更
して継続

×完了又は除外

R3 ○ 継続

引き続き、洪水時の市長に
よる避難勧告等発令の判断
を支援する必要があるた
め、今後も継続して、水防連
絡会及び情報伝達訓練を実
施していく。
・一部web対応にはなった
が、継続して水防連絡会、情
報伝達演習等を実施した。

○ 継続

洪水時の的確な情報発信に
むけて今後も、情報伝達訓
練に参画する。
・【R03.4.20】
洪水対応演習を実施した。

○ 継続

引き続き、洪水時の市長に
よる避難勧告等発令の判断
を支援する必要があるた
め、今後も継続して、水防連
絡会及び情報伝達訓練を実
施していく。
・継続して水防連絡会、情報
伝達訓練等を実施した。

○ 継続

平時からの訓練は大切であ
ることから引き続き継続す
る。
・一部web対応にはなった
が、継続して水防連絡会に
参加し、また、情報伝達演習
等を実施した。

○ 継続

引き続き、洪水時の市長に
よる避難勧告等発令の連絡
体制を確認する必要がある
ため、今後も継続して、水防
連絡会及び情報伝達訓練を
実施していく。
・関川姫川水防連絡会にて、
連絡体制の確認を実施し
た。洪水対応演習にて、国・
県・市共同の情報伝達訓練
を実施した。

○ 継続

災害発生時の適切な避難勧
告等の発令に備え、引き続
き連絡体制の確認のほか、
情報伝達訓練、総合防災訓
練を実施する。
・継続 ○ 継続

関係機関と情報伝達訓練を
実施する。
・継続

R4 ○ 継続

継続して水防連絡会。情報
伝達訓練を実施した。引き
続き、洪水時の市長による
避難勧告等発令の判断を支
援する必要があるため、今
後も継続していく。
・継続

○ 継続

洪水時の的確な情報発信に
むけて今後も、情報伝達訓
練に参画する。
・【R4.4.26】
洪水対応演習を実施した。 ○ 継続

・継続して水防連絡会、情報
伝達訓練等を実施した。

○ 継続

・継続して水防連絡会、情報
伝達訓練等を実施した。

〇 継続

関川姫川水防連絡会にて、
連絡体制の確認を実施し
た。洪水対応演習にて、国・
県・市共同の情報伝達訓練
を実施した。 ○ 継続

災害発生時の適切な避難勧
告等の発令に備え、引き続
き連絡体制の確認のほか、
情報伝達訓練、総合防災訓
練を実施する。
・継続

○ 継続

災害発生時を想定した関係
機関との情報伝達訓練を実
施した。

R3 ○ 継続

引き続き、洪水時の市長に
よる避難勧告等発令の判断
を支援する必要があるた
め、今後も継続して、水防連
絡会及び情報伝達訓練を実
施していく。
・継続して水防連絡会、情報
伝達演習等を実施した。

○ 継続

災対法に基づく助言機関と
しての責務遂行のため引き
続き、ホットラインによる市町
村支援を実施する。
・気象状況に応じ、適宜実施
した。 ○ 継続

洪水時、避難勧告等の発令
基準に達しているにも関わら
ず、災害の混乱等により市
長が避難勧告を出していな
い時などは、重要なツールと
なるため、引き続き活用して
いくとともに、情報伝達訓練
等においても訓練していく。
・継続して水防連絡会、情報
伝達演習等を実施した。

○ 継続

ホットラインは緊急時に役立
つことから引き続き継続す
る。
・情報伝達演習等を実施し
た。

○ 継続

ホットラインの継続を図る。
・国・県とホットラインを構築
済み。

○ 継続

市民の安全な避難行動につ
なげるため、今後も継続して
水防連絡会及び情報伝達訓
練を実施していく。
・ホットラインの継続を図る。

○ 継続

ホットラインの継続を図る。
・ホットラインの継続を図る。

R4 ○ 継続

継続して水防連絡会の開催
と情報伝達演習等を実施。
引き続き取り組んでいく。
・継続

○ 継続

災対法に基づく助言機関と
しての責務遂行のため引き
続き、ホットラインによる市町
村支援を実施する。
・気象状況に応じ、適宜実施
した。

○ 継続

・継続して水防連絡会、情報
伝達演習等を実施した。

○ 継続

・継続して水防連絡会、情報
伝達訓練等を実施した。

〇 継続

国・県とホットラインを構築済
み。引き続き強化していく。

○ 継続

市民の安全な避難行動につ
なげるため、今後も継続して
水防連絡会及び情報伝達訓
練を実施していく。
・ホットラインの継続を図る。 ○ 継続

国・県とホットラインを構築済
み。

R3 ○ 継続

引き続き実施するものとす
る。
・検討中

○ 継続

引き続き実施するものとす
る。
・支援要請実績はなかった
が、今後も適宜支援を実施 ○ 継続

引き続き実施するものとす
る。
・タイムラインの見直しを実
施した。 ○ 継続

引き続き実施するものとす
る。
・検討中

○ 継続

引き続き実施するものとす
る。
・既存の水害タイムラインを
災対法の改正に合わせ、更
新を行った。

○ 継続

引き続き実施するものとす
る。
・継続

○ 継続

引き続き実施するものとす
る。
・継続

R4 ○ 継続

関川・姫川流域の関係機関
による、流域タイムラインの
検討を行った。引き続き検討
を行う。
・継続

○ 継続

引き続き実施するものとす
る。
・関係機関と情報共有を図り
ながら、今後も適宜支援を
実施

○ 継続

検討中

○ 継続

・検討中
（一部文言の見直しは実施）

〇 継続

引き続き実施していく。

○ 継続

引き続き実施するものとす
る。
・継続

○ 継続

市における河川水位の状況
に応じた水害タイムラインに
ついて、点検・見直しを実施
した。

R3 ○ 継続

儀明川の水位周知河川等へ
の指定あるいは指定無し等
の対応完了まで、継続して
支援を実施予定。
・検討中

○ 継続

儀明川の水位周知河川等へ
の指定あるいは指定無し等
の対応完了まで、継続して
支援を実施予定。
・支援要請実績はなかった
が、今後も適宜支援を実施。 ○ 継続

・儀明川において引き続き試
行をかさね、本指定を目指
す。
・大規模水害が発生したとき
は、浸水実績図を作成す
る。
・新潟地方気象台と連携し、
洪水警報の危険度分布を活
用。
・儀明川においては、引き続
き試行を実施していく。

× 完了

姫川のほか二級河川におい
ても水位観測、監視カメラの
設置が進められており、必
要な整備は概ね完了。

○ 継続

儀明川の水位周知河川等へ
の指定あるいは指定無し等
の対応完了まで、継続して
支援を実施予定。
・支援を継続して実施した。

× 完了

姫川のほか二級河川におい
ても水位観測、監視カメラの
設置が進められており、必
要な整備は概ね完了。

○ 継続

・水位周知河川の指定のな
い、中小河川について、引き
続き水位計設置を県と協議
する。
中小河川について、ぜひ水
位計を設置いただきたい。
・継続

R4 ○ 継続

支援要請実績は無かった
が、今後も要請があれば支
援する。
・継続

○ 継続

・関係機関と情報共有を図り
ながら、今後も適宜支援を
実施

○ 継続

・儀明川においては、引き続
き試行を実施していく。

－ － － 〇 継続

支援を継続して実施してい
く。

－ － － ○ 継続

・中小河川における水位計
設置について、引き続き県と
協議した。
（中小河川についても、ぜひ
水位計を設置いただきたい
もの）

継続

洪水時における自治体への情報伝達（ホッ
トライン）の確立及び実施

継続

水害タイムラインの検討・作成

継続

水位周知河川の検討及び指定

継続

水防連絡会、情報伝達訓練の実施
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様式1－取組一覧（取組状況確認様式）
1）各関係機関の対応を踏まえ、右側の欄に「今後5年間の取組内容における対応方針案」を記載 ※上段：令和4年4月27日協議会時の今後の対応とR3実施内容

2）「今後5年間の取組内容」から、完了若しくは除外した項目に関しては、青ハッチングで示した ※下段：令和5年2月段階の実施状況（R4進捗）

減災のための取組項目
（概ね５年間）

実施内容（変更案） 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後５年間の対応

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後５年間の対応

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後５年間の対応

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後5年間の
対応方針

（案）

「大規模氾濫減災協議会」の運用に記載され
ている取組事項

今後５年間の対応

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後５年間の対応

高田河川国道事務所 新潟地方気象台 新潟県上越地域整備部 新潟県糸魚川地域整備部 上越市 糸魚川市 妙高市

凡
例

今後５年間の対応今後５年間の対応

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更
して継続

×完了又は除外

R3 ○ 継続

引き続き、協議会において
水害危険性の周知状況を確
認していく。
・協議会において周知した ○ 継続

引き続き、協議会において
水害危険性の周知状況を確
認していく。
・引き続き、協議会において
水害危険性の周知状況を確
認。

○ 継続

引き続き、協議会において
水害危険性の周知状況を確
認していく。
・協議会において確認した。 ○ 継続

引き続き、協議会において
水害危険性の周知状況を確
認していく。
・協議会において確認した。 ○ 継続

引き続き、協議会において水
害危険性の周知状況を確認
していく。
・協議会において指定状況
を確認した。

○ 継続

引き続き、協議会において
水害危険性の周知状況を確
認していく。
・引き続き確認 ○ 継続

引き続き、協議会において
水害危険性の周知状況を確
認していく。
・引き続き確認

R4 ○ 継続

情報共有するような案件は
無かったが、引き続き必要に
応じて周知を行う。
・継続 ○ 継続

引き続き、協議会において
水害危険性の周知状況を確
認していく。
・引き続き、協議会において
水害危険性の周知状況を確
認。

○ 継続

協議会において確認した。

○ 継続

協議会において確認した。

〇 継続

引き続き実施していく。

○ 継続

引き続き、協議会において
水害危険性の周知状況を確
認していく。
・引き続き確認 ○ 継続

協議会において水害危険性
の周知状況を確認した。

R3 ○ 継続

現在構築中のため、継続実
施。
・検討中

○ 継続

・県が管理する中小河川で
は水位上昇が急激で水位予
測が難しいため、気象台と
連携して洪水警報の危険度
分布を活用、検証していく方
向に転換。
・引き続き、洪水警報の危険
度分布を活用、検証してい
く

○ 継続

・県が管理する中小河川で
は水位上昇が急激で水位予
測が難しいため、気象台と
連携して洪水警報の危険度
分布を活用、検証していく方
向に転換。
・大きな動きなし。

R4 ○ 継続

水位予測については、全国
で統一のシステム"水害リス
クライン"に統合され、関係
機関に公開された。引き続き
水位予測の検討や精度向上
について情報があれば周知
する。
・継続

○ 継続

・引き続き、洪水警報の危険
度分布を活用、検証してい
く。

○ 継続

R４は大きな動きなし。

R3 ○ 継続

・今後も要配慮者の避難に
関してサポートを望む声があ
れば、国として可能なことを
実施していく必要がある。
・継続

○ 継続

・今後も要配慮者の避難に
関してサポートを望む声が
あれば、県として可能なこと
を実施していく必要がある。
・継続

○ 継続

・今後も要配慮者の避難に
関してサポートを望む声が
あれば、県として可能なこと
を実施していく必要がある。
・継続

○ 継続

引き続き、避難確保計画未
作成の要配慮者施設に対
し、支援する。
・避難確保計画未策定の施
設等に対し、作成の推進に
向けた働きかけを実施した。

○ 継続

平成31年4月公表の新たな
姫川洪水ハザードマップに
基づき、対象となる要配慮者
施設の再抽出を実施。令和
3年度末までに作成率100％
を目指し、各施設に対し避難
確保計画の作成の要請及び
支援を行う。
・令和4年3月末までに100％
作成を目指し、各施設に対し
て避難確保計画の作成を要
請中。必要に応じて作成支
援を行う

○ 継続

関係機関と連携し、要配慮
者施設の訓練状況を確認す
る。
・継続

R4 ○ 継続

避難確保計画作成の支援要
請は無かったが、引き続き
要請があれば支援を行う。
・継続

○ 継続

・今後も要配慮者の避難に
関してサポートを望む声が
あれば、県として可能なこと
を実施していく必要がある。

○ 継続

・今後も要配慮者の避難に
関してサポートを望む声が
あれば、県として可能なこと
を実施していく必要がある。

〇 継続

避難確保計画未策定の施設
等に対し、作成の推進に向
けた働きかけを実施した。

○ 継続

避難確保計画未作成の施設
等に対し、作成に向けて働
きかけを行い令和4年12月
末までに100％作成となっ
た。
・今後、新潟県から市内２級
河川34河川（うち姫川水系
12河川）の新たな浸水想定
区域が示されることから、各
施設に対して避難確保計画
の作成を促し、早期の100％
作成を目指す。

○ 継続

市内対象施設の全てにおい
て、避難確保計画未作成
済。
避難確保計画の見直し・修
正にあたり必要な支援を実
施した。

R3 × 完了

公表済み。

○ 継続

実施済み。
・継続水防法改正に伴い浸
水想定区域指定の対象河川
が拡大されたため、小規模
河川についても家屋等防護
対象がある河川は、氾濫推
定図を作成し、区域指定を
促進する。

○ 継続

 根知川についてR3に予定。
・計画規模浸水想定区域図
公表河川について想定最大
規模に更新したら、随時、情
報提供する。
・小規模河川の氾濫推定図
を作成したら情報提供する。

R4 － － － 〇 継続

・水防法改正に伴い、浸水
想定区域指定の対象河川が
拡大されたため、家屋等防
護対象がある全ての河川に
おいて、浸水想定区域図を
作成（R5公表予定）。

○ 継続

・現在、情報提供に向けて作
業実施中。
（R５年度には提供見込み）

継続

継続

水位周知河川の指定状況に関する情報共
有

継続

要配慮者における避難確保計画の作成・支
援

継続

水位予測の検討及び精度の向上

想定最大規模も含めた破堤点別浸水想定
区域図、 家屋倒壊等氾濫想定区域の公表
（浸水ナビ等による公表）

-3-
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様式1－取組一覧（取組状況確認様式）
1）各関係機関の対応を踏まえ、右側の欄に「今後5年間の取組内容における対応方針案」を記載 ※上段：令和4年4月27日協議会時の今後の対応とR3実施内容

2）「今後5年間の取組内容」から、完了若しくは除外した項目に関しては、青ハッチングで示した ※下段：令和5年2月段階の実施状況（R4進捗）

減災のための取組項目
（概ね５年間）

実施内容（変更案） 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後５年間の対応

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後５年間の対応

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後５年間の対応

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後5年間の
対応方針

（案）

「大規模氾濫減災協議会」の運用に記載され
ている取組事項

今後５年間の対応

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後５年間の対応

高田河川国道事務所 新潟地方気象台 新潟県上越地域整備部 新潟県糸魚川地域整備部 上越市 糸魚川市 妙高市

凡
例

今後５年間の対応今後５年間の対応

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更
して継続

×完了又は除外

R3 × 完了

改良等に必要な資料は提供
済み。
なお、また新たな資料提供
が必要な場合は、取組項目
に新規追加の上、速やかに
実施するものとする。

○ 継続

・計画規模浸水想定区域図
公表河川について想定最大
規模に更新したら、随時、情
報提供する。
・小規模河川の氾濫推定図
を作成したら情報提供する。
・継続

○ 継続

 取組目標を達成済み。
・計画規模浸水想定区域図
公表河川について想定最大
規模に更新したら、随時、情
報提供する。
・小規模河川の氾濫推定図
を作成したら情報提供する。

○ 継続

R3にハザードマップを更新
し、引き続き運用する。
・想定最大規模降雨に対応
した上越市洪水ハザードマッ
プを更新し、住民へ配布し
た。

○ 継続

水防法改正後の新たな基準
に基づく洪水ハザードマップ
を作成・配布済み。
・平成31年３月に水防法改
正後の新たな基準に基づく
洪水ハザードマップを作成・
配布済み。
出前講座等を通じて周知を
図る。

○ 継続

機会を捉え、ハザードマップ
の見直しを行う。
・令和4年度に実施が予定さ
れている、新たな河川にお
いて浸水想定区域が示され
た段階でハザードマップの
更新を行う。

R4 － － － 〇 継続

・水防法改正に伴い、浸水
想定区域指定の対象河川が
拡大されたため、家屋等防
護対象がある全ての河川に
おいて、浸水想定区域図を
作成（R5公表予定）。 ○ 継続

・現在、情報提供に向けて作
業実施中。
（R５年度には提供見込み）

〇 継続

想定最大規模降雨に対応し
た上越市洪水ハザードマッ
プを更新し、住民へ配布し
た。引き続き情報提供してい
く。

○ 継続

姫川については、水防法改
正後の新たな基準に基づく
洪水ハザードマップを作成・
配布済み。
・R4～5で新たな浸水想定に
基づく洪水ハザードマップを
作成・配布予定。
出前講座等を通じて周知を
図る。

○ 継続

新たに浸水想定区域図が示
される13河川について、県
から事前説明を受けるととも
に必要な協議を行った。

R3 ○ 継続

引き続き、検討していく。
・継続

○ 継続

引き続き、検討していく。
・継続

○ 継続

引き続き、検討していく。
・継続

○ 継続

引き続き、検討していく。
・継続

○ 継続

引き続き、検討していく。
・継続

○ 継続

引き続き、検討していく。
・継続

○ 継続

引き続き、検討していく。
・継続

R4 ○ 継続

水害リスクマップと多段階の
浸水想定図を公表。引き続
き、わかりやすい資料の作
成に取り組んで行く。
・継続

○ 継続

引き続き、検討していく。
・継続

〇 継続

引き続き、検討していく。

○ 継続

引き続き、検討していく。

〇 継続

引き続き検討していく。

○ 継続

引き続き、検討していく。
・継続

○ 継続

検討を行った。

R3 ○ 継続

引き続き、検討していく。
・継続

○ 継続

引き続き、検討していく。
・継続

○ 継続

引き続き、検討していく。
・継続

○ 継続

引き続き、検討していく。
・継続

○ 継続

引き続き、検討していく。
・継続

○ 継続

引き続き、検討していく。
・継続

R4 ○ 継続

取り組みへの支援等は無
かったが、引き続き取り組み
に必要な情報提供等支援を
行う。
・継続

〇 継続

引き続き、検討していく。

○ 継続

引き続き、検討していく。

〇 継続

引き続き検討していく。

○ 継続

引き続き、検討していく。
・継続

○ 継続

検討を行った。

R3 ○ 継続

マイタイムラインの普及はま
だ十分ではないと考えられる
ため、引き続き出前講座で
の講習、逃げキットの紹介・
配布等を行っていく。
・継続 ○ 継続

・マイタイムラインの普及に
向けて、県として可能なこと
を実施していく。
・継続

○ 継続

・マイタイムラインの普及に
向けて、県として可能なこと
を実施していく。
・出前講座「新潟県マイ・タイ
ムライン教室」を実施。

○ 継続

マイタイムラインの普及はま
だ十分ではないと考えられる
ため、引き続き広報等での
周知や、啓発チラシ配布等
を行う。
・町内会長を始めとする地域
の防災リーダーへの研修会
を通して、マイタイムラインの
作成を促すとともに、引き続
き広報等で周知を図った。

○ 継続

出前講座等で、家庭や地域
での避難行動を考えておくタ
イムラインの作成について
周知を進めており、流域の
全地区での出前講座開催を
進める。
・継続

○ 継続

マイタイムラインの普及はま
だ十分ではないと考えられ
るため、引き続き広報での
周知などを実施する。
・継続

R4 ○ 継続

出前講座や総合学習支援の
中で、講習、逃げキットの紹
介・配布等を実施。引き続き
取り組んで行く。
・継続

〇 継続

・出前講座「新潟県マイ・タイ
ムライン教室」を実施。

○ 継続

小学校や高校に出前講座を
実施し、防災意識の向上を
図った。

〇 継続

マイタイムラインの普及はま
だ十分ではないと考えられる
ため、引き続き広報等での
周知や、啓発チラシ配布等
を行う。
・町内会長を始めとする地域
の防災リーダーへの研修会
を通して、マイタイムラインの
作成を促すとともに、引き続
き広報等で周知を図ってい
く。

○ 継続

出前講座等で、家庭や地域
での避難行動を考えておくタ
イムラインの作成について
周知を進めており、流域の
地区での出前講座開催を進
める。
・継続

○ 継続

マイタイムラインの作成に向
け、学校や自主防災組織に
働きかけを行った。

継続

マイタイムライン作成の普及促進・支援

継続

先進事例等を踏まえた分かりやすい洪水
ハザードマップの改良

継続

継続

想定最大規模降雨に対応した洪水ハザー
ドマップの改良・周知

まるごとまちごとハザードマップの整備

-4-
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様式1－取組一覧（取組状況確認様式）
1）各関係機関の対応を踏まえ、右側の欄に「今後5年間の取組内容における対応方針案」を記載 ※上段：令和4年4月27日協議会時の今後の対応とR3実施内容

2）「今後5年間の取組内容」から、完了若しくは除外した項目に関しては、青ハッチングで示した ※下段：令和5年2月段階の実施状況（R4進捗）

減災のための取組項目
（概ね５年間）

実施内容（変更案） 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後５年間の対応

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後５年間の対応

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後５年間の対応

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後5年間の
対応方針

（案）

「大規模氾濫減災協議会」の運用に記載され
ている取組事項

今後５年間の対応

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後５年間の対応

高田河川国道事務所 新潟地方気象台 新潟県上越地域整備部 新潟県糸魚川地域整備部 上越市 糸魚川市 妙高市

凡
例

今後５年間の対応今後５年間の対応

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更
して継続

×完了又は除外

R3 ○ 継続

出水期前における重要水防
箇所等の合同点検は、有事
に備えた関係機関との連携
の構築や認識の共有を行う
ための場として有効であると
認識しているため、引き続
き、取り組んでいく。
・出水期前における重要水
防箇所等の合同点検等を実
施

○ 継続

出水期前における重要水防
箇所等の合同点検は、有事
に備えた関係機関との連携
の構築や認識の共有を行う
ための場として有効であると
認識しているため、引き続
き、取り組んでいく。
・出水期前における重要水
防箇所等の合同点検等を実
施

○ 継続

点検は重要であることから
継続する。
・出水期前における重要水
防箇所等の合同点検等を実
施

○ 継続

出水期前における重要水防
箇所等の点検は、有事に備
え、有効であると認識してい
るため、引き続き、取り組ん
でいく。
・出水期前における重要水
防箇所等の合同点検等を実
施

○ 継続

出水期前における重要水防
箇所等の合同点検は、有事
に備えた関係機関との連携
の構築や認識の共有を行う
ための場として有効であり、
引き続き参加していく。
・継続

○ 継続

自主防災組織との合同点検
を検討する。
・継続

R4 ○ 継続

出水期前における重要水防
箇所等の合同点検を実施。
有事に備えた関係機関との
連携の構築や認識の共有を
行うための場として有効であ
ると認識しているため、引き
続き、取り組んでいく。
・継続

○ 継続

・出水期前における重要水
防箇所等の合同点検等を実
施

○ 継続

出水期前における重要水防
箇所等の合同点検等を実
施。

〇 継続

出水期前における重要水防
箇所等の合同点検等を実施
した。

○ 継続

出水期前における重要水防
箇所等の合同点検は、有事
に備えた関係機関との連携
の構築や認識の共有を行う
ための場として有効であり、
引き続き参加していく。
・継続

○ 継続

出水期前における重要水防
箇所等の合同点検等を実施
した。

R3 ○ 継続

有事に備えるため、引き続き
啓発を行う。
・いつ発生するかわからない
自然災害に備えるため、チラ
シ等を配布し、啓発を行っ
た。

○ 継続

地域防災力の維持・向上の
ため、自主防災組織と連携
した避難訓練等を実施す
る。
・継続

○ 継続

外部講師を招聘しての研修
会を開催する。
・継続

R4 〇 継続

ビラの配布、ホームページで
の広報及び防災講話を実施
した。

○ 継続

地域防災力の維持・向上の
ため、自主防災組織と連携
した避難訓練等を実施す
る。
・継続

○ 継続

水害などにより避難所を開
設する場合に備え、外部講
師を招聘して避難所運営研
修を実施するなど、自主防
災組織の災害対応力の強化
を図った。

R3 ○ 継続

地域防災力の向上を図るた
め、引き続き研修会等を実
施する。
・町内会長を始めとする地域
の防災リーダーを対象とした
ハザードマップ活用研修会を
開催し、地域防災力の向上
を図った。

○ 継続

自主防災組織が行う自主的
な避難訓練等の防災活動を
支援するとともに、防災リー
ダー研修を開催し、必要な
知識・情報を伝えていく。
・継続

○ 継続

・防災用品購入に対する補
助金について、令和4年度ま
での時限事業（延長の予定
なし）。
・消防団との合同や避難所
運営など、より実践的な訓練
となるよう、自主防災組織へ
依頼を継続する。
・継続

R4 〇 継続

避難所運営訓練やハザード
マップ活用研修を実施した。

○ 継続

自主防災組織が行う自主的
な避難訓練等の防災活動を
支援するとともに、防災リー
ダー研修を開催し、必要な
知識・情報を伝えていく。
・継続

○ 継続

水害などにより避難所を開
設する場合に備え、外部講
師を招聘して避難所運営研
修を実施した。

R3 ○ 新規

自主防災組織の設立・防災
士の養成について、支援し
ていく
・必要に応じて継続して支援
予定

○ 継続

地域防災力の向上を図るた
め、引き続き防災士養成講
座を開催する。
・継続 ○ 継続

自主防災組織補助金制度に
より、自主防災組織が行う資
機材整備や活動費、環境整
備費を支援していく。
・継続

○ 継続

防災士資格取得のための補
助制度を継続する。
・継続

R4 ○ 継続

支援要請は無かったが、引
き続き要望に応じて支援を
行う。
・継続 〇 継続

防災士養成講座、スキル
アップ研修を実施した。

○ 継続

自主防災組織補助金制度に
より、自主防災組織が行う資
機材整備や活動費、環境整
備費を支援していく。
・継続

○ 継続

資格取得に対する補助及
び、消防団特例を活用し、防
災士の育成を行った。

継続

自主防災組織の設立支援・防災士の養成

継続

重要水防箇所の共同点検の定期的な実施

継続

自主防災のあり方・役割の啓発

継続

実践的な研修・訓練の実施
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様式1－取組一覧（取組状況確認様式）
1）各関係機関の対応を踏まえ、右側の欄に「今後5年間の取組内容における対応方針案」を記載 ※上段：令和4年4月27日協議会時の今後の対応とR3実施内容

2）「今後5年間の取組内容」から、完了若しくは除外した項目に関しては、青ハッチングで示した ※下段：令和5年2月段階の実施状況（R4進捗）

減災のための取組項目
（概ね５年間）

実施内容（変更案） 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後５年間の対応

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後５年間の対応

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後５年間の対応

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後5年間の
対応方針

（案）

「大規模氾濫減災協議会」の運用に記載され
ている取組事項

今後５年間の対応

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後５年間の対応

高田河川国道事務所 新潟地方気象台 新潟県上越地域整備部 新潟県糸魚川地域整備部 上越市 糸魚川市 妙高市

凡
例

今後５年間の対応今後５年間の対応

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更
して継続

×完了又は除外

R3 ○ 継続

出水期前における水防連絡
会の開催や洪水対応演習の
実施は、有事に備えた関係
機関との速やかな情報伝達
の訓練の場として有効であ
ると認識しているため、引き
続き、取り組んでいく。
・一部web対応にはなった
が、継続して水防連絡会、洪
水対応演習等を実施した。

○ 継続

洪水時の的確な情報発信に
むけて今後も継続して、情報
伝達訓練に参画する。
・【R03.4.20】洪水対応演習を
実施した。

○ 継続

出水期前における水防連絡
会の開催や洪水対応演習の
実施は、有事に備えた関係
機関との速やかな情報伝達
の訓練の場として有効であ
ると認識しているため、引き
続き、取り組んでいく。
・継続して水防連絡会、情報
伝達演習等を実施した。

○ 継続

訓練は必要であることから
継続する。
・一部web対応にはなった
が、継続して水防連絡会に
参加し、洪水対応演習等を
実施した。 ○ 継続

有事に備えるため、連絡体
制の確認や情報伝達訓練を
引き続き行う。
・継続

○ 継続

出水期前における水防連絡
会の開催や洪水対応演習の
実施は、有事に備えた関係
機関との速やかな情報伝達
の訓練の場として有効であ
り、引き続き参加していく。
・継続

○ 継続

関係機関との訓練を継続す
る。
・継続

R4 ○ 継続

継続して水防連絡会の開
催、情報伝達演習等を実施
した。出水期前における水
防連絡会の開催や洪水対応
演習の実施は、有事に備え
た関係機関との速やかな情
報伝達の訓練の場として有
効であると認識しているた
め、引き続き、取り組んでい
く。。
・継続

○ 継続

洪水時の的確な情報発信に
むけて今後も継続して、情報
伝達訓練に参画する。
・【R4.4.26】洪水対応演習を
実施した。

○ 継続

・継続して水防連絡会、情報
伝達演習等を実施した。

○ 継続

・継続して水防連絡会、情報
伝達訓練等を実施した。

〇 継続

連絡体制の確認や情報伝達
訓練を引き続き実施した。

○ 継続

出水期前における水防連絡
会の開催や洪水対応演習の
実施は、有事に備えた関係
機関との速やかな情報伝達
の訓練の場として有効であ
り、引き続き参加していく。
・継続

○ 継続

関係機関との情報伝達訓練
などを実施した。

R3 ○ 継続

地域支援チームを組織し、
「あなたの町の予報官」とし
て市町村支援を引き続き実
施する。
・支援要請実績はなかった
が、今後も適宜支援を実施。

○ 継続

市が委嘱する防災アドバイ
ザーを派遣し、自主防災組
織や町内会における防災体
制を整えるとともに、訓練等
の重要性について説明す
る。
・継続 ○ 継続

令和2年度は新型コロナウイ
ルス感染症防止の観点から
中止としたが、規模や実施
方法を工夫し、毎年実施して
いく。
・令和３年度は新型コロナウ
イルス感染症拡大防止の観
点から、全市一斉での防災
訓練とせず、自主防災組織
役員等を対象とした感染症
対策を踏まえた避難所設
営・運営について訓練した。

○ 継続

防災士又は市職員による講
話を継続する。
・継続

R4 ○ 継続

地域支援チームを組織し、
「あなたの町の予報官」とし
て市町村支援を引き続き実
施する。
・関係機関と情報共有を図り
ながら、今後も適宜支援を
実施

〇 継続

市が委嘱する防災アドバイ
ザーや市職員を派遣し、自
主防災組織や町内会におけ
る防災体制を整えるととも
に、訓練等の重要性につい
て説明した。

○ 継続

全市一斉での防災訓練を実
施し、地区での避難行動の
確認や避難所設営などを行
い、地域防災力の向上につ
なげる。
・防災リーダー研修や出前
講座などを通じて実施状況
を共有し、自主的な防災活
動につなげる。

○ 継続

コロナ禍により訓練実施を見
送る自主防災組織が多く
あったことから、非対面式の
訓練など、感染症対策を踏
まえた訓練を提案した。

R3 ○ 継続

水災害教育については、今
後も継続して実施していくこ
とで、一般に広く根付いてい
く活動であるため、引き続
き、取り組んでいく。
・有識者を招いた水災害教
育を実施した 〇 継続

引き続き、防災意識の普及
啓発のため自治体の要請に
応じた支援体制を維持す
る。
・支援要請実績はなかった
が、今後も適宜支援を実施。

○ 継続

・水災害教育については、今
後も継続して実施していくこ
とで一般に広く根付いていく
活動であるため、引き続き取
り組んで行く。
・継続

○ 継続

防災教育は重要であること
から継続する。
・出前講座「新潟県マイタイ
ムライン教室」を実施。

○ 継続

有事に備えるため、引き続き
水災害教育を行う。
・小中学校等で避難訓練を
実施。河川付近の学校で、
水害想定の避難訓練等を実
施。

○ 継続

水災害に限らず、様々な災
害にも対応できるよう実施内
容を見直しながら実施してい
く。
・水災害に限らず、様々な災
害にも対応できるよう実施内
容を見直しながら実施してい
く。
令和３年度においては、新
潟県糸魚川地域整備部と共
同して、糸魚川白嶺高校に
おいてマイタイムライン教室
を開催した。

○ 継続

防災士又は市職員による講
話を継続する。
・継続

R4 ○ 継続

有識者を招いた水災害教育
を実施した。引き続き取り組
んで行く。
・継続

〇 継続

引き続き、防災意識の普及
啓発のため自治体の要請に
応じた支援体制を維持す
る。
・関係機関と情報共有を図り
ながら、今後も適宜支援を
実施

○ 継続

・出前講座「新潟県マイ・タイ
ムライン教室」を実施。

○ 継続

小学校や高校に出前講座を
実施し、防災意識の向上を
図った。

〇 継続

・小中学校等で避難訓練を
実施。河川付近の学校で、
水害想定の避難訓練等を実
施。

○ 継続

水災害に限らず、様々な災
害にも対応できるよう実施内
容を見直しながら出前講座
等を実施していく。

○ 継続

小学校において、防災に関
する講話を実施した。

継続

水防連絡会、情報伝達訓練の定期的な実
施

継続

避難訓練の実施及び実施状況の情報共有

継続

水災害教育の継続的な実施
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様式1－取組一覧（取組状況確認様式）
1）各関係機関の対応を踏まえ、右側の欄に「今後5年間の取組内容における対応方針案」を記載 ※上段：令和4年4月27日協議会時の今後の対応とR3実施内容

2）「今後5年間の取組内容」から、完了若しくは除外した項目に関しては、青ハッチングで示した ※下段：令和5年2月段階の実施状況（R4進捗）

減災のための取組項目
（概ね５年間）

実施内容（変更案） 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後５年間の対応

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後５年間の対応

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後５年間の対応

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後5年間の
対応方針

（案）

「大規模氾濫減災協議会」の運用に記載され
ている取組事項

今後５年間の対応

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後５年間の対応

高田河川国道事務所 新潟地方気象台 新潟県上越地域整備部 新潟県糸魚川地域整備部 上越市 糸魚川市 妙高市

凡
例

今後５年間の対応今後５年間の対応

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更
して継続

×完了又は除外

R3 ○ 継続

水災害教育については、今
後も継続して実施していくこ
とで、一般に広く根付いてい
く活動であるため、引き続
き、取り組んでいく。
・水災害等に関する出前講
座を実施した

〇 継続

引き続き、防災意識の普及
啓発のため、出前講座等の
要請に対応する。
・出前講座等の機会に水防
災に関する防災気象情報を
説明した。 ○ 継続

・水災害教育については、今
後も継続して実施していくこ
とで一般に広く根付いていく
活動であるため、引き続き取
り組んで行く。
・継続 ○ 継続

防災教育は重要であること
から継続する。
・出前講座「新潟県マイタイ
ムライン教室」を実施。

○ 継続

有事に備えるため、引き続き
水災害教育を行う。
・外部機関等からの要請に
応じ出前講座等を実施した。

○ 継続

引き続き、学校からの要請
に応じ、出前講座を実施して
いく。
・継続

○ 継続

防災士又は市職員による講
話を継続する。
・継続

R4 ○ 継続

水災害等に関する出前講座
を実施した。引き続き取り組
んで行く。
・継続

〇 継続

引き続き、防災意識の普及
啓発のため、出前講座等の
要請に対応する。
・出前講座等の機会に水防
災に関する防災気象情報を
説明した。 ○ 継続

・出前講座「新潟県マイ・タイ
ムライン教室」や町内向けの
防災説明会を実施。

○ 継続

小学校や高校に出前講座を
実施し、防災意識の向上を
図った。

〇 継続

・外部機関等からの要請に
応じ出前講座等を実施した。

○ 継続

引き続き、学校からの要請
に応じ、出前講座を実施して
いく。
・継続

○ 継続

自主防災組織からの要請に
基づき、防災士や市職員を
派遣した。

R3 ○ 継続

「水防災意識社会」の再構築
に役立つ広報資料の作成や
配布については、今後も継
続して実施していくことで、一
般に広く根付いていく活動で
あるため、引き続き、取り組
んでいく。
・デジタルサイネージ等、必
要に応じて広報資料を配付

〇 継続

引き続き、防災意識の普及
啓発のため、広報資料等の
配布を継続する。
・水防災に関する防災気象
情報の資料を作成し、出前
講座等で使用
・大雨に対する備えを記した
パンフレットを発行し、必要
に応じて配布実施

○ 継続

・当該取組は継続していくこ
とで一般に広く根付いていく
活動であるため、引き続き取
り組んで行く。
・継続

○ 継続

住民への周知のため継続す
る。
・広報資料（ビラ）を配付

○ 継続

今後も定期的に広報誌に掲
載する。
・災対法改正の周知のチラ
シによる住民周知や、ハ
ザードマップの配布など、広
報活動を実施した。 ○ 継続

ハザードマップの配布や市
広報紙への掲載のほか、防
災意識の醸成に役立つグッ
ズ等の研究・作成を行ってい
く。
・防災情報を広報紙へ掲載
するほか、防災意識の醸成
に役立つグッズ等の研究・
作成を行う。

○ 継続

市報による意識啓発を継続
する。
・継続

R4 ○ 継続

出前講座や総合学習支援等
において資料を配付。水防
災意識社会の普及啓発のた
め、引き続き取り組んで行
く。
・継続

〇 継続

引き続き、防災意識の普及
啓発のため、広報資料等の
配布を継続する。
・水防災に関する防災気象
情報の資料を作成し、出前
講座等で使用
・大雨に対する備えを記した
パンフレットを発行し、必要
に応じて配布実施

○ 継続

・当該取組は継続していくこ
とで一般に広く根付いていく
活動であるため、引き続き取
り組んで行く。

○ 継続

道の駅など、人が集まる場
所への啓発チラシの配布を
継続して行った。

〇 継続

・災対法改正の周知のチラ
シによる住民周知や、ハ
ザードマップの配布など、広
報活動を実施した。

○ 継続

ハザードマップの配布や市
広報紙への掲載のほか、防
災意識の醸成に役立つグッ
ズ等の研究・作成を行ってい
く。 ○ 継続

市報において、防災に関す
る特集記事を掲載した。

R3 ○ 継続

現在整備中のため、継続実
施。
・維持掘削を継続実施。

○ 継続

緊急度を見極めながら引き
続き実施していく
・継続

○ 継続

必要に応じ実施していく。
・伐木を継続実施。

R4 ○ 継続

・姫川の堤防侵食対策の実
施
・関川の維持掘削を継続実
施

○ 継続

引き続き実施していく。

○ 継続

河道掘削及び伐木を継続実
施。

R3 × 完了

河川整備計画にある危機管
理型ハード対策が全て完了
した。 ○ 継続

堤防天端の保護工を実施し
ていく
・継続 ○ 継続

必要に応じ実施していく。
・R3は実績なし。

R4 － － － ○ 継続

引き続き実施していく。

○ 継続

R４は実績なし。

R3 ○ 継続

引続き、調整していく。
・継続

○ 継続

引続き、検討していく。
・継続

○ 継続

引続き、検討していく。
・継続

○ 継続

引続き、検討していく。
・継続

○ 継続

引続き、検討していく。
・継続

○ 継続

引続き、検討していく。
・継続

R4 ○ 継続

引き続き、調整していく。
・継続

○ 継続

引続き、検討していく。

○ 継続

引き続き、検討していく。

〇 継続

引き続き検討していく。

○ 継続

引続き、検討していく。
・継続

○ 継続

必要性を検討した。

出前講座等の説明会の継続的な開催

継続

広報資料の作成、配布

継続

河道掘削、急流河川対策、河道拡幅、築堤
等の実施

継続

堤防天端の保護、堤防裏法尻等の補強等
の実施

継続

河川防災ステーション等の検討・整備

継続

-7-
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様式1－取組一覧（取組状況確認様式）
1）各関係機関の対応を踏まえ、右側の欄に「今後5年間の取組内容における対応方針案」を記載 ※上段：令和4年4月27日協議会時の今後の対応とR3実施内容

2）「今後5年間の取組内容」から、完了若しくは除外した項目に関しては、青ハッチングで示した ※下段：令和5年2月段階の実施状況（R4進捗）

減災のための取組項目
（概ね５年間）

実施内容（変更案） 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後５年間の対応

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後５年間の対応

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後５年間の対応

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後5年間の
対応方針

（案）

「大規模氾濫減災協議会」の運用に記載され
ている取組事項

今後５年間の対応

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後５年間の対応

高田河川国道事務所 新潟地方気象台 新潟県上越地域整備部 新潟県糸魚川地域整備部 上越市 糸魚川市 妙高市

凡
例

今後５年間の対応今後５年間の対応

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更
して継続

×完了又は除外

R3 ○ 継続

引き続き、垂直避難等、柔軟
な避難方法の検討・周知を
行う。
・洪水ハザードマップに立ち
退き避難が必要な区域を掲
載した。

○ 継続

洪水ハザードマップの活用
により、早期の避難行動に
より安全を確保するほか、垂
直避難等浸水想定区域レベ
ルに応じた対応を周知して
おり、引き続き出前講座等で
の周知を行っていく。
・継続

○ 継続

機会を捉え、ハザードマップ
の見直しを行うとともに、垂
直避難や縁故避難など、柔
軟な避難方法の周知を行
う。
・継続

R4 〇 継続

垂直避難等柔軟な避難方法
の検討・周知を引き続き実施
していく。

○ 継続

洪水ハザードマップの活用
により、早期の避難行動に
より安全を確保するほか、垂
直避難等浸水想定区域レベ
ルに応じた対応を周知して
おり、引き続き出前講座等で
の周知を行っていく。
・継続

○ 継続

早めの避難など、必要な情
報をハザードマップなどで周
知した。

R3 ○ 継続

出水期前における重要水防
箇所等の合同点検は、有事
に備えた関係機関との連携
の構築や認識の共有を行う
ための場として有効であると
認識しているため、引き続
き、取り組んでいく。
・重要水防箇所等の合同点
検を実施

○ 継続

重要水防箇所等の共同点検
は、有事に備えた関係機関
との連携の構築や認識の共
有を行うための場として有効
であると認識しているため、
引き続き、取り組んでいく。
・重要水防箇所等の合同点
検を実施

○ 継続

点検は必要であることから
継続する。
・重要水防箇所等の合同点
検を実施

○ 継続

出水期前における重要水防
箇所等の点検は、有事に備
え、有効であると認識してい
るため、引き続き、取り組ん
でいく。
・重要水防箇所等の合同点
検を実施

○ 継続

出水期前における重要水防
箇所等の合同点検は、有事
に備えた関係機関との連携
の構築や認識の共有を行う
ための場として有効であり、
引き続き参加していく。
・継続

○ 継続

消防団に対し、河川巡視へ
の参加を要請する。
・継続

R4 ○ 継続

重要水防箇所等の合同点検
を実施した。出水期前にお
ける重要水防箇所等の合同
点検は、有事に備えた関係
機関との連携の構築や認識
の共有を行うための場として
有効であると認識しているた
め、引き続き取り組んでい
く。
・継続

○ 継続

・重要水防箇所等の合同点
検を実施

○ 継続

重要水防箇所等の合同点検
を実施

〇 継続

・重要水防箇所等の合同点
検を実施した。

○ 継続

出水期前における重要水防
箇所等の合同点検は、有事
に備えた関係機関との連携
の構築や認識の共有を行う
ための場として有効であり、
引き続き参加していく。
・継続

○ 継続

出水期前における重要水防
箇所等の合同点検等を実施
した。

R3 ○ 継続

出水期前における水防資機
材の確認・整備等を行う合
同点検は、有事に備えた関
係機関との連携の構築や認
識の共有を行うための場とし
て有効であると認識している
ため、引き続き、取り組んで
いく。
・水防資機材の確認・整備等
を行う合同点検を実施

○ 継続

水防備蓄材等の共同点検
は、有事に備えた関係機関
との連携の構築や認識の共
有を行うための場として有効
であると認識しているため、
引き続き、取り組んでいく。
・水防資機材の確認・整備
等を行う合同点検を実施

○ 継続

点検は必要であることから
継続する。
・水防資機材の確認・整備
等を行う合同点検を実施

○ 継続

出水期前における水防資機
材の確認・整備等を行う点検
は、有事に備え、有効である
と認識しているため、引き続
き、取り組んでいく。
・出水前に関川・姫川水防連
絡会の構成員と水防資器材
の確認・整備等行う合同点
検を実施

○ 継続

出水期前における水防資機
材の確認・整備等を行う合
同点検は、有事に備えた関
係機関との連携の構築や認
識の共有を行うための場とし
て有効であり、引き続き参加
していく。
・継続

○ 継続

引き続き、必要な水防資機
材の整備・点検を行う。
・継続

R4 ○ 継続

水防資機材の確認・整備等
を行う合同点検を実施した。
出水期前における水防資機
材の確認・整備等を行う合
同点検は、有事に備えた関
係機関との連携の構築や認
識の共有を行うための場とし
て有効であると認識している
ため、引き続き取り組んでい
く。
・継続

○ 継続

・水防資機材の確認・整備
等を行う合同点検を実施

○ 継続

水防資機材の確認・整備等
を行う合同点検を実施

〇 継続

・出水期前に関川・姫川水防
連絡会の構成員と水防資器
材の確認・整備等行う合同
点検を実施した。

○ 継続

出水期前における水防資機
材の確認・整備等を行う合
同点検は、有事に備えた関
係機関との連携の構築や認
識の共有を行うための場とし
て有効であり、引き続き参加
していく。
・継続

○ 継続

水防資機材の点検及び整備
を実施した。

R3 ○ 継続

引き続き、検討していく。
・継続

○ 継続

引き続き、検討していく。
・継続

○ 継続

引き続き、検討していく。
・継続

R4 ○ 継続

引き続き、検討していく。
・継続

○ 継続

引き続き、検討していく。

○ 継続

引き続き、検討中。

重要水防箇所の共同点検の定期的な実施

継続

水防資機材の定期的な確認・整備

継続

新技術を活用した水防資機材の検討・配備

継続

継続

立ち退き避難が必要な区域・避難方法の検
討、垂直避難等、柔軟な避難方法の検討

-8-
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様式1－取組一覧（取組状況確認様式）
　1）各関係機関の対応を踏まえ、右側の欄に「今後5年間の取組内容における対応方針案」を記載 ※上段：令和4年4月27日協議会時の今後の対応とR3実施内容　　　

　2）「今後5年間の取組内容」から、完了若しくは除外した項目に関しては、青ハッチングで示した ※下段：令和5年2月段階の実施状況（R4進捗）

減災のための取組項目
（概ね５年間）

実施内容（変更案） 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後５年間の対応

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後５年間の対応

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後５年間の対応

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後5年間の
対応方針

（案）

「大規模氾濫減災協議会」の運用に記載され
ている取組事項

今後５年間の対応

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後５年間の対応

高田河川国道事務所 新潟地方気象台 新潟県上越地域整備部 新潟県糸魚川地域整備部 上越市 糸魚川市 妙高市

凡
例

今後５年間の対応今後５年間の対応

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更
して継続

×完了又は除外

R3 ○ 継続

出水期前における水防実動
訓練は、有事に備えた水防
技術の鍛錬や伝承の場とし
て有効であると認識している
ため、引き続き、取り組んで
いく。
・感染症対策により規模を縮
小したが、水防実動訓練を
実施。

○ 継続

地域支援チームを組織し、
「あなたの町の予報官」とし
て市町村との連携強化のた
め引き続き参加する。
・水防実動訓練の実績はな
かったが、市町村との連携
強化のため引き続き参加。

○ 継続

水防実働訓練は、有事に備
えた関係機関との連携の構
築や認識の共有を行うため
の場として有効であると認識
しているため、引き続き、取
り組んでいく。
・継続

○ 継続

訓練は必要であることから
継続する。
・感染症対策により規模を縮
小したが、水防実動訓練を
実施。 ○ 継続

出水期前における水防訓練
は、有事に備え、有効である
と認識しているため、引き続
き、取り組んでいく。
・感染症対策により規模を縮
小したが、水防実動訓練を
実施。

○ 継続

出水期前における水防実働
訓練は、有事に備えた水防
技術の鍛錬や伝承の場とし
て有効であり、引き続き参加
していく。
・継続

○ 継続

有事の際、迅速な水防活動
が展開できるよう、消防団と
連携し、関係機関が主催す
る水防訓練に参加する。
・継続

R4 ○ 継続

感染症対策により規模を縮
小したが、水防実動訓練を
実施した。
・継続 ○ 継続

地域支援チームを組織し、
「あなたの町の予報官」とし
て市町村との連携強化のた
め引き続き参加する。
・水防実動訓練の参加実績
はなかったが、市町村との
連携強化のため引き続き参
加。

○ 継続

引き続き取り組んでいく。

○ 継続

引き続き、取り組んでいく。

〇 継続

出水期前における水防実動
訓練を実施した。

○ 継続

出水期前における水防実働
訓練は、有事に備えた水防
技術の鍛錬や伝承の場とし
て有効であり、引き続き参加
していく。
・継続

○ 継続

関川・姫川水防連絡会が主
催する水防訓練に参加し
た。

R3 ○ 継続

水防技術基礎講座は、有事
に備えた水防技術の鍛錬や
伝承の場として有効であると
認識しているため、引き続
き、取り組んでいく。
・.水防訓練、水質事故対応
訓練を実施。

○ 継続

水防技術講習会は、有事に
備えた技術の再確認のほ
か、関係機関との連携の構
築や認識の共有を行うため
の場として有効であると認識
しているため、引き続き、取
り組んでいく。
・継続

○ 継続

講習会は必要であることか
ら継続する。
・水質事故対応訓練に参
加。

○ 継続

出水期前における水防訓練
は、有事に備え、有効である
と認識しているため、引き続
き、取り組んでいく。
・感染症対策により規模を縮
小したが、水防実動訓練を
実施。

○ 継続

水防技術基礎講座は、有事
に備えた水防技術の鍛錬や
伝承の場として有効であり、
引き続き参加していく。
・継続 ○ 継続

消防団と連携し、水防技術
向上のための訓練を開催す
るよう要請する。
・継続

R4 ○ 継続

・.水防訓練、水質事故対応
訓練を実施した。水防技術
基礎講座は、有事に備えた
水防技術の鍛錬や伝承の場
として有効であると認識して
いるため、引き続き、取り組
んでいく。
・継続

○ 継続

・.水防訓練、水質事故対応
訓練に参加。

○ 継続

引き続き、取り組んでいく。

〇 継続

引続き実施を検討していく。

○ 継続

水防技術基礎講座は、有事
に備えた水防技術の鍛錬や
伝承の場として有効であり、
引き続き参加していく。
・継続 ○ 継続

消防団員を対象とした水防
技術講習会を実施した。

R3 ○ 継続

排水訓練や現地確認は、有
事の備えとして有効であると
認識しているため、引き続
き、取り組んでいく。
・適宜排水訓練や現地確認
を実施。

○ 継続

地域支援チームを組織し、
「あなたの町の予報官」とし
て市町村との連携強化のた
め引き続き参加する。
・排水実働訓練の実績はな
かったが、市町村との連携
強化のため引き続き参加。

○ 継続

排水実働訓練は、有事に備
えた技術や手順等の再確認
のほか、関係機関との連携
の構築や認識の共有を行う
ための場として有効であると
認識しているため、引き続
き、取り組んでいく。
・継続

○ 継続

訓練は必要であることから
継続する。
・R3は特になし。

○ 継続

出水期前における水防訓練
は、有事に備え、有効である
と認識しているため、引き続
き、取り組んでいく。
・感染症対策により規模を縮
小したが、水防実動訓練を
実施。

○ 継続

排水訓練や現地確認は、有
事の備えとして有効であり、
引き続き参加していく。
・継続

○ 継続

有事の際、迅速な水防活動
が展開できるよう、消防団と
連携し、関係機関が主催す
る水防訓練に参加する。
・継続

R4 ○ 継続

定期的な排水訓練を実施す
るとともに、出水期前に災害
対策車両運営受注者ととも
に出動想定箇所の現地確認
を実施。
・継続

○ 継続

地域支援チームを組織し、
「あなたの町の予報官」とし
て市町村との連携強化のた
め引き続き参加する。
・排水実働訓練の参加実績
はなかったが、市町村との
連携強化のため引き続き参
加。

○ 継続

引き続き取り組んでいく。

○ 継続

引き続き、取り組んでいく。

〇 継続

消防局主催の排水実動訓練
を実施に参加した。

○ 継続

排水訓練や現地確認は、有
事の備えとして有効であり、
引き続き参加していく。
・継続

○ 継続

消防団において、排水にも
活用可能な小型ポンプの操
作訓練を実施した。

R3 ○ 継続

引き続き、消防団協力事業
所の募集を行うとともに、消
防団と協力していく。
・消防団活動に協力する「消
防団協力事業所」について
随時ホームページ等で募集
を行っている。なお、水防協
力団体に特化した募集は
行っていない。

○ 継続

水防活動の担い手として消
防団員（水防団員）の確保
は重要であり、引き続き募集
活動を継続していく。
・継続 ○ 継続

引き続き、消防団員の獲得
に努める。
・継続

R4 〇 継続

商工会議所及び商工会を通
じて、会員企業に対し、消防
団協力事業所募集の案内を
送付した。また、消防団協力
事業所のホームページの更
新を随時行った。

○ 継続

水防活動の担い手として消
防団員（水防団員）の確保
は重要であり、引き続き募集
活動を継続していく。
・継続

○ 継続

消防団員の処遇改善など、
団員確保に努めた。

R3 ○ 継続

引き続き、実施していく。
・定期的な情報共有を実施し
ている。

○ 継続

迅速な水防活動につなげる
ため、水防連絡会での水防
団の配置や管轄区域等の情
報の共有を図っていく。
・安心メールや公式ＬＩＮＥを
通じた防災情報の提供な
ど、引き続き、水防団との情
報共有、連携を図る。

○ 継続

関係機関と情報共有を図
る。
・継続

R4 〇 継続

定期的な情報共有を実施し
ていく。

○ 継続

迅速な水防活動につなげる
ため、水防連絡会での水防
団の配置や管轄区域等の情
報の共有を図っていく。
・安心メールや公式ＬＩＮＥを
通じた防災情報の提供な
ど、引き続き、水防団との情
報共有、連携を図る。

○ 継続

消防団との定期的な会議を
開催し、意見交換及び情報
共有に努めた。

水防実働訓練の定期的な実施

継続

水防技術講習会の定期的な実施・支援

継続

水防団との定期的な情報共有、連携

継続

排水実働訓練の定期的な実施

継続

水防協力団体の募集・指定

継続

-9-
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様式1－取組一覧（取組状況確認様式）
1）各関係機関の対応を踏まえ、右側の欄に「今後5年間の取組内容における対応方針案」を記載 ※上段：令和4年4月27日協議会時の今後の対応とR3実施内容

2）「今後5年間の取組内容」から、完了若しくは除外した項目に関しては、青ハッチングで示した ※下段：令和5年2月段階の実施状況（R4進捗）

減災のための取組項目
（概ね５年間）

実施内容（変更案） 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後５年間の対応

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後５年間の対応

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後５年間の対応

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後5年間の
対応方針

（案）

「大規模氾濫減災協議会」の運用に記載され
ている取組事項

今後５年間の対応

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後５年間の対応

高田河川国道事務所 新潟地方気象台 新潟県上越地域整備部 新潟県糸魚川地域整備部 上越市 糸魚川市 妙高市

凡
例

今後５年間の対応今後５年間の対応

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更
して継続

×完了又は除外

R3 ○ 継続

・地域経済の持続は重要で
あるため、国として可能な情
報提供・支援は継続してい
く。
・継続 ○ 継続

・地域経済の持続は重要で
あるため、県として可能な情
報提供・支援は継続してい
く。
・継続 ○ 継続

・地域経済の持続は重要で
あるため、県として可能な情
報提供・支援は継続してい
く。
・R3は特になし。 ○ 継続

R3年度以降検討する。
・継続

○ 継続

各事業所で実施している対
応（避難体制や浸水防止対
策、備蓄品の整備など）に差
があることを踏まえ、新たな
浸水想定（想定最大規模）を
踏まえた浸水リスクや水害
対策等の情報提供を引き続
き実施していく。
・継続

○ 継続

・R3年度以降検討する。
・R4年度以降検討する。

R4 ○ 継続

支援の要請は無かったが、
地域経済の持続は重要であ
るため、国として可能な情報
提供・支援は継続していく。
・継続 ○ 継続

・引き続き、検討していく。

○ 継続

引き続き検討中

〇 継続

引き続き検討していく。

○ 継続

各事業所で実施している対
応（避難体制や浸水防止対
策、備蓄品の整備など）に差
があることを踏まえ、新たな
浸水想定（想定最大規模）を
踏まえた浸水リスクや水害
対策等の情報提供を引き続
き実施していく。
・継続

○ 継続

必要性を検討した。

R3 ○ 継続

現在検討中のため、継続実
施。
・継続

○ 継続

有効かつ効率的な運用の実
現が必要であると認識して
いるため、引き続き、検討し
ていく。
・継続

○ 継続

必要に応じて検討する。
・R3は特になし。

○ 継続

現在検討中のため、継続実
施。
・継続

○ 継続

新たな浸水想定（想定最大
規模）を踏まえ、排水施設や
資機材の整備について、必
要に応じて検討する。
.・継続

○ 継続

新潟県と連携して検討する。
・継続

R4 × 完了

・大規模水害を想定した排
水計画（案）の検討を実施

○ 継続

引き続き検討していく。

○ 継続

引き続き検討中

〇 継続

引き続き検討していく。

○ 継続

新たな浸水想定（想定最大
規模）を踏まえ、排水施設や
資機材の整備について、必
要に応じて検討する。
.・継続

○ 継続

必要性を検討した。

R3 ○ 継続

水防連絡会や洪水対応演習
を活用した排水ポンプ車の
出動要請の連絡体制等の整
備は、有事の備えとして有効
であると認識しているため、
引き続き、取り組んでいく。
・継続

○ 継続

有効かつ効率的な運用の実
現に向けた連絡体制構築が
有効であると認識しているた
め、引き続き、取り組んでい
く。
・継続

○ 継続

必要に応じて検討する。
・糸魚川市と情報共有。

○ 継続

水防連絡会や洪水対応演習
を活用した排水ポンプ車の
出動要請の連絡体制等の整
備は、有事の備えとして有効
であると認識しているため、
引き続き、取り組んでいく。
・連絡体制の整備完了

○ 継続

水防連絡会や洪水対応演習
を活用した排水ポンプ車の
出動要請の連絡体制等の整
備は、有事の備えとして有
効であり、引き続き訓練等に
参加していく。
・継続

○ 継続

関川・姫川水防連絡会に
て、連絡体制の確認を行う。
・継続

R4 ○ 継続

水防連絡会や洪水対応演習
を活用した排水ポンプ車の
出動要請の連絡体制等の整
備は、有事の備えとして有効
であると認識しているため、
引き続き、取り組んでいく。
・継続

○ 継続

引き続き取り組んでいく。

○ 継続

糸魚川市と情報共有を継
続。

〇 継続

引き続き連絡体制を強化し
ていく。

○ 継続

水防連絡会や洪水対応演習
を活用した排水ポンプ車の
出動要請の連絡体制等の整
備は、有事の備えとして有
効であり、引き続き訓練等に
参加していく。
・継続

○ 継続

関川・姫川水防連絡会に
て、連絡体制の確認を行っ
た。

R3 ○ 継続

引き続き、検討していく。
・継続

○ 継続

引き続き、検討していく。
・継続

○ 継続

引き続き、検討していく。
・R3は特になし。

○ 継続

引き続き、検討していく。
・継続

○ 継続

引き続き、検討していく。
・継続

○ 継続

引き続き、検討していく。
・継続

R4 ○ 継続

検討に必要な情報提供等を
引き続き行う。
・継続 ○ 継続

引き続き検討していく。

○ 継続

引き続き検討中。

〇 継続

引き続き検討していく。

○ 継続

引き続き、検討していく。
・継続

○ 継続

令和4年度中に新たに示さ
れる浸水想定区域図につい
て、県と協議を行った。

R3 ○ 継続

国の実施する災害研修、訓
練等の情報提供や災害時の
体制強化について支援は、
有事の備えとして有効であ
ると認識しているため、引き
続き、取り組んでいく。
・各種災害研修、訓練等を実
施

○ 継続

・災害研修、訓練等は有事
の備えとして有効であると認
識しているため、引き続き取
り組んで行く。
・継続 ○ 継続

必要に応じて検討する。
・水防説明会、情報伝達訓
練等を実施。（内部）

○ 継続

国の実施する災害研修、訓
練等の情報提供や災害時の
体制強化について支援は、
有事の備えとして有効である
と認識しているため、引き続
き、取り組んでいく。
・各種災害研修、訓練等を実
施

○ 継続

国が実施する災害研修、訓
練等の情報提供や災害時の
体制強化、上越市・妙高市と
の災害時の支援体制整備
は、有事の備えとして有効で
あり、引き続き取り組んでい
く。
・継続

○ 継続

県などが主催する研修会に
参加し、人材育成に努める。
・継続

R4 ○ 継続

各種災害研修への参加、訓
練等を実施
・継続

○ 継続

引き続き取り組んでいく。

○ 継続

引き続き訓練・研修等を実
施。

〇 継続

・各種災害研修、訓練等を実
施した。引き続き実施してい
く。

○ 継続

国が実施する災害研修、訓
練等の情報提供や災害時の
体制強化、上越市・妙高市と
の災害時の支援体制整備
は、有事の備えとして有効で
あり、引き続き取り組んでい
く。
・継続

○ 継続

国や県が実施する訓練等に
参加し、人材育成に努めた。

継続

災害対応にあたる人材の育成

継続

大規模水害を想定した排水計画（案）の検
討を実施

継続

排水ポンプ車の出動要請の連絡体制等を
整備

継続

浸水被害軽減地区の指定の検討

大規模工場等への啓発活動・支援

継続
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様式1－取組一覧（取組状況確認様式）
1）各関係機関の対応を踏まえ、右側の欄に「今後5年間の取組内容における対応方針案」を記載 ※上段：令和4年4月27日協議会時の今後の対応とR3実施内容

2）「今後5年間の取組内容」から、完了若しくは除外した項目に関しては、青ハッチングで示した ※下段：令和5年2月段階の実施状況（R4進捗）

減災のための取組項目
（概ね５年間）

実施内容（変更案） 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容 実施内容

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後５年間の対応

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後５年間の対応

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後５年間の対応

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後5年間の
対応方針

（案）

「大規模氾濫減災協議会」の運用に記載され
ている取組事項

今後５年間の対応

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更

して継続
×完了又は除外

今後５年間の対応

高田河川国道事務所 新潟地方気象台 新潟県上越地域整備部 新潟県糸魚川地域整備部 上越市 糸魚川市 妙高市

凡
例

今後５年間の対応今後５年間の対応

今後の対応
○取組を継続
△内容を変更
して継続

×完了又は除外

R3 ○ 継続

災害情報体制の強化を進め
ていく。
・web会議システムの構築を
進めた ○ 継続

災害情報体制の強化を進め
ていく。
・継続

○ 継続

災害情報体制の強化を進め
ていく。
・R3は大きな動きはなし。

○ 継続

災害情報体制の強化を進め
ていく。
・継続

○ 継続

災害情報体制の強化を進め
ていく。
・継続

○ 継続

災害情報体制の強化を進め
ていく。
・継続

R4 ○ 継続

Web会議システム使用に関
わる協定書を作成した。ま
た、流域タイムラインの作成
を検討した。今後も災害情報
体制の強化のための検討を
進めていく。
・継続

○ 継続

災害情報体制の強化を進め
ていく。

○ 継続

引き続き検討中。

〇 継続

引き続き実施していく。

○ 継続

災害情報体制の強化を進め
ていく。
・継続

○ 継続

関川・姫川水防連絡会など
と連携し、災害情報の共有
体制の強化に努めた。

災害情報の共有体制の確立

継続
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